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低値であった．Log (Hep25)と血液検査値との相関は，log (IL-6)，log (フェリチン)，トランスフェリン飽和度
（TS），臍帯血pHとは有意な正の相関を認め，log (EPO)，sTfRとは有意な負の相関を認めた． 
 目的変数をlog (Hep25)とし，説明変数を在胎週数，出生体重，log (IL-6)，log (EPO)，sTfR，臍帯血pH，
TSとして重回帰分析を行った結果，在胎週数，log (IL-6)，log (EPO)， sTfRが有意な因子として選択された．
標準化回帰係数は在胎週数とlog (IL-6)で特に高値であった．また，絨毛膜羊膜炎や経膣分娩群ではIL-６は高値
であり，母体妊娠高血圧症候群の児ではEPOが高値であった． 
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[考察] 
 低出生体重児を対象とした今回の検討では，早い在胎週数の児であるほど血清ヘプシジンが低値であることが
明らかとなった．これらの児では様々な蛋白質の合成能や産生応答能などが未熟であることも多く，在胎週数と
の関連はこうした低出生体重児の特殊性を反映したものと推察される．今回の結果から，未熟性を伴う低出生体
重児においては，ヘプシジンの低下により鉄過剰に陥る可能性について留意すべきであることが示唆された． 
 鉄需要を示唆するsTfRは生体内の造血が高まるほど高値となり，炎症の影響を受けない．ヘプシジンとsTfR
に負の相関がみられたことは，鉄需要の高まりがヘプシジン産生を抑制し，鉄吸収を促進させるという反応を示
したものと考えられた． 
 胎内炎症を示唆する絨毛膜羊膜炎の群では，それを認めない群に比べ有意にHep25が高値であった．絨毛膜
羊膜炎の児ではIL-6が増加するため，これによりヘプシジンが高値となった可能性がある．また経膣分娩群と帝
王切開群の比較においても，同様の理由で経膣分娩群のHep25が有意に高値となったものと推察された． 
 母体妊娠高血圧症候群では子宮胎盤循環不全に伴い，胎児は低酸素にさらされる．そのため，EPOの産生亢
進を介するヘプシジンの抑制が想定される病態であるが，今回の結果はそれに合致するものであった． 
[結論] 
 本研究により，低出生体重児のもつ未熟性が血清ヘプシジン値に強く影響を及ぼすことが分かった．また，鉄
需要，炎症，低酸素といった多くの周産期因子もヘプシジン産生に関与していることが示唆された． 
 
